
新たな「荒川区学校教育ビジョン」の実現に向けた施策の柱

　荒川区教育委員会は、「荒川区学校教
育ビジョン」を策定し、子どもたちがた
くましく生きる力を培い、地域社会の構
成員として信頼と尊敬を得られる人間性
豊かな区民として成長することを目指し
て、教育を推進しています。
　策定してから10年が経ち、子どもを
取り巻く状況は、大きく変化していま
す。グローバル化の波や、変化する世界
の情勢等、予測できない事柄に対応する
ためには、社会の変化に主体的に向き合
い、一人ひとりが自らの可能性を最大限
に発揮し、よりよい社会と幸福な人生を
自ら創り出していくことが重要です。
　今回、改訂した「荒川区学校教育ビジ
ョン（平成29年度～38年度）」の下、
引き続き学校・家庭・地域と連携しなが
ら未来を拓

ひら

きたくましく生きる子どもを
育成していきます。

夢につながる主体的な学びを推進する 教師が育つ学校をつくる

学校・家庭・地域が強いスクラムを
組んで子どもたちを育てる

良好な教育環境と体制を整える

こころとからだの健全な育成を図る

体験的な学習活動をとおして、よりよい
未来社会を築く

育成成成成してしててしてしていきいきいきますます。。
問合せ 指導室　☎内線３３８８

「荒川区学校教育ビジョン」を
改訂しました
「荒川区学校教育ビジョン」を
改訂しました
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自然の中で楽しく学ぶ、本格的な英語教育

被災地訪問で学び、防災について考える

　平成29年１月27日、「あらかわ小論　平成29年１月27日、「あらかわ小論
文コンテスト」「荒川区図書館を使った文コンテスト」「荒川区図書館を使った
調べる学習コンクール」「あらかわお弁調べる学習コンクール」「あらかわお弁
当レシピコンテスト」の、優秀作品を表当レシピコンテスト」の、優秀作品を表
彰しました。平成28年度は、区内小・彰しました。平成28年度は、区内小・
中学生の37名が区長賞・教育委員会賞中学生の37名が区長賞・教育委員会賞

に選ばれ、受賞者一人ひとりに賞状と副
賞を授与しました。賞を授与しました。

の喜びの声が会場内に響き渡り、表彰式
は、和やかな雰囲気で行われました。は、和やかな雰囲気で行われました。

　「小学校ワールドスクール」は、区立　「小学校ワールドスクール」は、区立
小学校の希望する６年生を対象に、清里小学校の希望する６年生を対象に、清里
高原（山梨県北杜市）で平成28年８月高原（山梨県北杜市）で平成28年８月
18日～22日に行いました。子どもたち18日～22日に行いました。子どもたち
は、外国人指導員との英語を使った共同は、外国人指導員との英語を使った共同
生活の中で、外国の文化に触れながら、生活の中で、外国の文化に触れながら、
楽しく学びました。参加した子どもた楽しく学びました。参加した子どもた
ちは、「外国人英語指導員とたくさん話ちは、「外国人英語指導員とたくさん話
し、英語が通じたので自信がついた」、し、英語が通じたので自信がついた」、
「自分から進んで英語で会話できるよう「自分から進んで英語で会話できるよう
になった」と、感想を述べ、英語を使っになった」と、感想を述べ、英語を使っ
て相手に気持ちを伝えることの楽しさて相手に気持ちを伝えることの楽しさ
や、友だちと協力し合うことのすばらしや、友だちと協力し合うことのすばらし
さを学んだ５日間でした。さを学んだ５日間でした。

　区立中学校では、希望する生徒を対　区立中学校では、希望する生徒を対
象に、平成28年度から秋田県秋田市で象に、平成28年度から秋田県秋田市で
「中学校ワールドスクール」が始まりま「中学校ワールドスクール」が始まりま
した。公立大学法人国際教養大学の留学した。公立大学法人国際教養大学の留学
生や大学院生から英語を学ぶとともに、生や大学院生から英語を学ぶとともに、
秋田市の協力で、枝豆収穫の農業体験や秋田市の協力で、枝豆収穫の農業体験や
市内観光等も行いました。参加した子ど市内観光等も行いました。参加した子ど
もたちは、「実際に海外の人と英語で理もたちは、「実際に海外の人と英語で理
解し合えた」、「相手も解し合えた」、「相手もAA

ア ン サ ーア ン サ ー

nswernswer  PP
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luslusでで
答えてくれると、自分も心を開きやす答えてくれると、自分も心を開きやす
い」と感想を話し、貴重な体験となりまい」と感想を話し、貴重な体験となりま
した。した。

　これまでの安全安心マップづくりは、　これまでの安全安心マップづくりは、
模造紙等で作成していたため、「使用は模造紙等で作成していたため、「使用は
１年間の限定版になる」、「他の小学校の１年間の限定版になる」、「他の小学校の
情報を知ることができない」、「情報が更情報を知ることができない」、「情報が更
新しづらい」などの制約がありました。新しづらい」などの制約がありました。
　そこで、一人１台のタブレットＰＣを　そこで、一人１台のタブレットＰＣを
使用できる学習環境を活用し、平成28使用できる学習環境を活用し、平成28
年６月に全小学校で一斉に「安全安心マ年６月に全小学校で一斉に「安全安心マ
ップ」電子版を作成しました。ップ」電子版を作成しました。
　子どもたちが警察署の方と学校周辺を　子どもたちが警察署の方と学校周辺を
歩き、タブレットＰＣを使用して、自分歩き、タブレットＰＣを使用して、自分
たちの地域の中で危険と思われる場所のたちの地域の中で危険と思われる場所の
写真をとり、児童が考えた注意点と写真写真をとり、児童が考えた注意点と写真
を撮った場所の位置を、電子地図上でを撮った場所の位置を、電子地図上で
表示できるようにまとめました。その表示できるようにまとめました。その
中で、「暗くて危ない」、「飛び出すと危中で、「暗くて危ない」、「飛び出すと危
険」等の意見を、区で点検する活動も行険」等の意見を、区で点検する活動も行

っています。また、ＰＴＡ等と連携を図っています。また、ＰＴＡ等と連携を図
り、今後は、地域パトロール時に「安全り、今後は、地域パトロール時に「安全
安心マップ」電子版の危険箇所を重点ル安心マップ」電子版の危険箇所を重点ル
ートに加える等の工夫をしていきます。ートに加える等の工夫をしていきます。

芸術に触れ、
豊かな感性と創造性を育む

　区立幼稚園では、東京　区立幼稚園では、東京藝藝
げ いげ い

術大学と連携術大学と連携
して芸術体験活動を実施しています。して芸術体験活動を実施しています。
　芸術の専門分野において第一線で活躍　芸術の専門分野において第一線で活躍
している専門家の方と一緒に、子どもたしている専門家の方と一緒に、子どもた
ちは創造力を働かせながら、何かを創るちは創造力を働かせながら、何かを創る
ことの面白さを発見するとともに、普段ことの面白さを発見するとともに、普段
は扱わないような素材や道具を思う存分は扱わないような素材や道具を思う存分
に使うことにより、創造力や表現力を高に使うことにより、創造力や表現力を高
めています。また、親子で一緒に取り組めています。また、親子で一緒に取り組
むことで、親子の対話、思い出づくり、

　平成28年９月１日、サンパール荒川で　平成28年９月１日、サンパール荒川で
「中学校防災部釜石市等被災地訪問報告会・「中学校防災部釜石市等被災地訪問報告会・
防災講演会」を行いました。全区立中学校か防災講演会」を行いました。全区立中学校か
ら集まった20名の生徒が、夏休みを利用しら集まった20名の生徒が、夏休みを利用し
て、区の友好都市であ岩手県釜石市に、１泊て、区の友好都市であ岩手県釜石市に、１泊
２日で訪問するのも今年で２回目です。被２日で訪問するのも今年で２回目です。被
災地訪問は、平成23年３月11日に何が起こ災地訪問は、平成23年３月11日に何が起こ
り、被災地の人たちがどのような行動をとっり、被災地の人たちがどのような行動をとっ
たのかをその場所で感じ取り、これからの防たのかをその場所で感じ取り、これからの防
災について考えることをねらいとしていま災について考えることをねらいとしていま
す。す。
　当日は、各校防災部の活動内容や、被災地　当日は、各校防災部の活動内容や、被災地
訪問で感じたこと、考えたこと、学んだこと訪問で感じたこと、考えたこと、学んだこと
をプレゼンテーション形式で報告し、防災宣をプレゼンテーション形式で報告し、防災宣
言を高らかに唱えました。言を高らかに唱えました。
　講演会講師には気象庁元長官の山本孝二氏　講演会講師には気象庁元長官の山本孝二氏
をお招きし、「命を守る防災活動」についてをお招きし、「命を守る防災活動」について
お話をいただきました。お話をいただきました。
　参加した生徒は、「防災部の活動をとおし　参加した生徒は、「防災部の活動をとおし
て、地域や周囲の人を助けたいという思いがて、地域や周囲の人を助けたいという思いが
強くなりました。これからも、防災について強くなりました。これからも、防災について
もっと学んでいきたい」と、意気込みを話しもっと学んでいきたい」と、意気込みを話し
ました。ました。

小・中学生37名が区長賞・教育委員会賞を受賞

デジタル化で、よりよいマップづくり

　区では、子どもたちが、さまざまなことに笑顔でチャレンジできる機会を数多く設けています。
今号では、平成28年度の子どもたちのチャレンジを紹介します。

●イメージ力を高めること
●地域の防災環境を知ること
●情報発信をしていくこと
● 助けられる人から助ける人になる
こと

防防 宣宣災災 言言

さまざまなことにチャレンジ！ あらかわの教育さまざまなことにチャレンジ！ あらかわの教育
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西川区長に防災宣言を行う生徒たち西川区長に防災宣言を行う生徒たち

小・中学校 ワールドスクール小・中学校 ワールドスクール

「安全安心マップ」電子版「安全安心マップ」電子版

町っ子アート町っ子アート
東京藝術大学と幼稚園との連携東京藝術大学と幼稚園との連携
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第11回 あらかわ小論文コンテスト
第６回 荒川区図書館を使った調べる学習コンクール
第９回 あらかわお弁当レシピコンテスト
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　区では、いつどこで起こるかわからない犯罪や事故から、子どもたちを守るた
めにさまざまな安全対策を推進し、子どもたちが地域で安心して暮らすことがで
きるよう取り組んでいます。

　子どもたちが安全に快適な学校生活
を送れるよう、また、災害時の避難所
としての機能を想定して学校トイレの
洋式化を進めています。工事は平成
28年度から開始し、平成30年度まで
に全ての小・中学校でトイレの洋式化
が完了する予定です。

施工前：和式

施工後：洋式

安全対策

　区内の全区立小・中学校には、43万冊を超える蔵書があり、
文部科学省で定めている図書標準の140％を越えています。
　平成25年度に策定した「荒川区学校図書館活用指針」を基
に、区では、学校図書館を「読書センター」「学習センター」「情
報センター」として整備し、すべての教科等の学習活動で活用し
ています。「図書館を使った調べる学習コンクール」の取組をと
おして、子どもたちの調べる力も高まっています。
　また、各区立図書館と連携し、図書館司書が小・中学校を訪問
することで、子どもたちの本への関心をさらに高めるとともに、
地域の図書館に行くきっかけを作っています。
　今後も、読書をとおして、子どもたちの豊かな感性を育んでい
きます。

学校図書館

　区では、「荒川区小学校英語科指導指針」に基づき、小学１年
生から英語教育を推進しています。子どもたちは、英語の時間に
は、外国人英語指導員の先生や友だちと積極的に英語でやりとり
をしています。また、小学６年生になると、タ
ブレットＰＣ等を用い、将来の夢について
英語でプレゼンテーションをします。
　平成32年度からは、全国で小学３年
生から外国語活動が始まり、小学５年
生からは、英語が正式な教科となりま
す。
　区では、先進的に英語教育に取り
組んできたメリットを生かし、引き続
き、子どもたちの英語による国際コミュ
ニケーション力を育成していきます。

小学校の英語教育

学校施設の整備改修
～学校トイレの洋式化～

　小学生の交通安全の確保・交
通安全意識の向上のため、児童
通学案内指導員が、旗による横
断の誘導及び安全指導を行って
います。

●配置箇所  区立小学校24校の通学路の交差点な
ど70か所

●配置時間  登校時…午前７時45分～８時45分
下校時… 各校の下校時間に合わせて

１時間～２時間

児童通学案内指導員
小学

　携帯メール等に学校の行事情報を配信する「学校情報配信システム」では、不
審者情報等、子どもの安全に関わる情報も配信しています。

学校情報配信システム
携帯

　小学校の通学路に防犯カメラの整備を進めており、120台の防犯カメラを設置
しています（３月31日現在）。

防犯カメラ
小学

問合せ 教育総務課　☎内線3311 問合せ 教育施設課　☎内線3321

　小学校の低学年児童の下校時に付き添い、安全を確保する学校安全パトロール
をすべての小学校で実施しています。

●配置時間　各小学校の下校時間に合わせて１時間～１時間30分

学校安全パトロール
小学

　児童安全推進員を配置し、来校者の確認や案内
を行うとともに、不審者の侵入を防いでいます。
また、学校安全パトロール員や学校安全ボランテ
ィアの活動拠点でもあります。

スクール安全ステーション
児童

4 　「荒川区の教育」特集号  2017年（平成29年）３月15日 区役所の代表番号☎（3802）3111 区民の声 FAX（3802）6262

楽しく、安心して通える学校を目指した　区の取組楽しく、安心して通える学校を目指した　区の取組
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